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上昇する世界の気温（1850-2016)

UK Met. Office (2018)

1961-1990 平均値=0

日本の公式気象観測期間 (1872- )
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様々なプロキシーデータから復元された
過去1200年間の北半球平均気温変動

Medieval Warm Period

近世の小氷期

Little Ice Age

IPCC(2007)

中世の温暖期

日本の古文書記録
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文書記録の例: 15世紀以降継続的に記録された諏訪湖結氷・御神渡発生日データ、

17世紀以降の日記天候記録、9世紀以降の桜開花満開日の連続記録 （青野,2008)、

その他

気象データの例: 1872年（函館）以降の公式気象観測記録、1872年以前の日本国内

気象観測記録（函館、水戸、東京、横浜、大阪、神戸、長崎）

過去数百年間の連続的な気候変動を明らかにするには、文書記録による気候復元

データと19世紀以降の気象観測記録を接続して、長期間の1本の時系列データを完

成させる必要がある
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文書記録と気象データ



文書記録
>>>>>>>>> 1700>>>>>1800>>>
古代からの自然災害記録
800AD以降の桜開花満開日記録
15世紀以降の諏訪湖結氷記録
17世紀以降の日記天候記録

非公式気象観測記録
1820s>>>>>>>1870s

気象庁公式観測記録
1875>>>>>>>>2015

長期間の連続時系列データ
>>>>>>>>>>>>>1700>>>>>>>>>>>>>>>2015

橋渡し

橋渡しCalibration（更正） と
Verification（検証）

クロスデーティング（樹木年輪分析の手法）
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古日記に記載された毎日の天候記録
(弘前藩庁・江戸日記)

1834年11月1日
快晴 夕方より曇 夜に入り雨
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弘前市立図書館所蔵



特定地点、特定地域における連続した毎日の天候記録

↓
多様な時間スケールに対応した長期的な気候復元

経年変動 < 10年変動 < 100年変動
振動、周期性、トレンド

↓
各種気候指数(例えば SOI, AO, NAO) との比較

太陽活動、火山活動など、外的要因（強制力） との関連
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気候の時系列復元



7月平均気温（1876-1940年：東京管区気象台）と7月降水日数の相関

1721 – 1941年の日記天候記録（石川日記）による
東京の7月平均気温の復元
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日記天候記録による復元推定気温（青色）と気象観測気温（赤色）
Mikami et al. (2015)を一部修正

幕末の温暖期

明治末の寒冷期小氷期

地球温暖化期
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享保 天明 天保



復元推定した気温データの
Calibration（更正） と verification（検証）

古気象観測データによる検証

→ 19世紀気象観測記録（長崎、江戸など）の活用

観測記録のデータレスキューとデジタル化
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日本の古気象観測記録

By Takehiko MIKAMI

1826 Nagasaki 1775 Nagasaki

1854 Nagasaki

1839 Tokyo
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An ex1825年長崎・出島の気象観
測記録の手書きデータ
(Handwritten by von- Siebold)
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日本における1900年以前の気象観測記録

Zaiki et al.(2006)
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気象庁公式観測期間
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複数地点における毎日の天候記録

↓
毎日の天気分布図作成

↓
Re多様なスケールでの気候偏差図復元: 

日本 < 東アジア < 北半球

↓
外的要因（強制力）からみた
大気大循環パターンの復元
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時間断面（タイムスライス）気候復元



1816年「夏のない年」の気温偏差分布
1815年タンボラ火山噴火の影響をタイムスライス復元図から探る試み

16Harington(1992)

Extremely

Cold

Hot and Dry



天気分布の変化から冬型気圧配置を復元する試み

弘前藩日記の毎日の天気記録

1801年1月5-6日（新暦）の事例
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弘前市立図書館所蔵



日記天候記録のデータベース化
http://jcdp.jp
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1801
年

1月1
日
寛政
12年

11月
17日

曇 今日時々雪降 （当月朔日より15日までの米1俵相場平均値段は24文
目4分（で御家中から余剰米を買い入れるということ））

1801
年

1月2
日
寛政
12年

11月
18日

曇 昨夜中雪降 今朝に及
ぶ 三寸程積 雪少々降

1801
年

1月3
日
寛政
12年

11月
19日

晴

1801
年

1月4
日
寛政
12年

11月
20日

晴

1801
年

1月5
日
寛政
12年

11月
21日

曇 昨夜中雪降 今朝に及
ぶ 三寸程積 時々降

1801
年

1月6
日
寛政
12年

11月
22日

曇 昨夜中雪降 今朝に及ぶ 二寸程
積 時々降 今朝辰の初刻寒に入

1801
年

1月7
日
寛政
12年

11月
23日

曇 今日時々雪降 （流木・炭別段御貸渡し：御家老御城代流木100目代焚炭70俵宛・御用人中
70目50俵・大目付50目25俵・四奉行山奉行御目付40目15俵・作事奉行30目10俵）

1801
年

1月8
日
寛政
12年

11月
24日

曇 昨夜中雪少々降
今日時々降

1801
年

1月9
日
寛政
12年

11月
25日

曇 昨夜中雪降 今朝に及ぶ 一
寸程積 時々少々降

1801
年

1月
10日

寛政
12年

11月
26日

曇 昨夜少
々雪降

福眞吉美氏作成のデータベースより引用



典型的な冬の季節風気候タイプ時における天気分布

吉村稔・山梨大名誉教授作成の天気分布図

降雪

晴天

日本海

太平洋

北西季節風
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1801年1月5日 1月6日



天明飢饉年の全国天候分布特性
7月・8月の降水日数にみられる地域特性と経年変動特性 (1781-1790)

→ 冷夏： 1783年：東北/全国多雨・冷夏 1786年：中部・西日本多雨
→ 暑夏： 1781年、1785年、1790年：全国的に高温・少雨

降水分布
全国的に
無降水

全国的に
降水

東日本
降水

中部日本
降水

西日本
降水

南日本
降水

混合タイプ その他

1781 33 2 12 12 3

1782 18 3 9 8 8 12 2 2

1783 8 14 17 6 4 8 4 1

1784 22 3 5 5 13 14

1785 32 1 17 3 3 2 2 2

1786 9 3 8 12 21 7 1 1

1787 15 2 14 13 4 8 5 1

1788 15 3 9 8 17 7 3

1789 19 7 9 13 7 6 1

1790 33 5 8 4 1 10 1
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高温・乾燥 低温・多雨



A中国過去500年間乾燥・湿潤マップの例

1: 非常に湿潤（多雨） 2: 湿潤 3: 平常 4: 乾燥 5: 非常に乾燥（少雨）
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CWB-China(1981)



東アジアの乾湿マップ

乾燥

Polar Frontal Zone
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湿潤

湿潤



1783 年夏（北半球）の気温偏差と気圧配置推定
日本低温、ヨーロッパ高温
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高温

低温



日本冷夏・ヨーロッパ高温タイプの事例
1783年と類似した大循環パターン？

Japan
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2003年7月の500hPa面高度分布と地上気温偏差
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まとめに変えて

• 気候復元研究は、文理融合そのものである。

• 「文」からのアプローチ：歴史時代の気候情報の発掘と解読、
情報の信憑性・信頼性の検証、時代背景の考察など

• 「理」からのアプローチ：文字情報の画像化とデジタル化
（データレスキュー）、定性的データ（文字）から定量的データ
（数値）への変換、気候変動メカニズムの解明

• 「文理」融合：復元・推定された気候データの時系列解析（長
期変動：トレンド、周期性等）とタイムスライス解析（天気分布
→ 気圧配置→ 大気大循環）
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半球スケールでみた今冬の寒波
気温偏差分布 上空（5500m付近）の大気循環

2018年1月26日



欧米の状況

気温偏差分布 上空（5500m付近）の大気循環

2018年1月26日


